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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、経済協力開発機構による主観的幸福度（SWB）の定義を基に、「家
の満足」「家での感情」「家がもたらすエウダイモニア」の3領域を想定した家が関連する主観的幸福（家の
SWB）尺度の開発である。文献調査やアンケート調査を基に家のSWBの構成概念や測定形式を検討し、家のSWB尺
度を開発した。想定した家のSWBの3因子モデルは統計的に高い適合度がある。家のSWBを関連要因で分析して、
家のSWBは各領域で決定要因が異なる事や人生全般のSWBへの影響を明らかにした。開発された家のSWB尺度によ
り、従来の住環境評価手法では測定が困難である居住者のSWBに寄与する住環境の要因の分析が可能になった。

研究成果の概要（英文）：The main aim of this study is to develop a home-related subjective 
well-being (SWB) scale. Referring to the OECD's definition of SWB,we defined the home-related SWB in
 three domains: home satisfaction, emotion at home, and eudaimonia derived from home. We confirmed 
that an assumed three-factor model of the home-related SWB has high statistical fitness. By 
analyzing scores of the home-related SWB with home-related factors, we found that determinants of 
the home-related SWB differ in each domain, and the influence of the home-related SWB on occupant's 
SWB in life. Conventional evaluation methods, which use housing satisfaction as a subjective index 
of housing quality, make it difficult to analyze various factors of the housing environment that 
contribute to residents' SWB in life. The development of a method for measuring the home-related SWB
 in this study makes it possible to analyze various factors of residential environment that 
contribute to increase occupants' well-being in life.

研究分野： Architectural environmental engineering
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
近年のウェルビーイング研究の知見を住環境評価に応用する萌芽的な試みとして、家のSWBの構成概念を検討
し、家のSWB尺度を開発した。開発した尺度は住環境評価で使用でき、家のSWBに関する基礎的な知見は家のSWB
を測定する他の研究にも有用である。「住居満足」を指標とする従来手法では、「広さ」など認知的な側面に影
響が強い要因の重要性が過大評価され、「共有スペース」など感情やエウダイモニアに寄与する要因が過小評価
される事が明らかにされた。本研究で家の主観的幸福の測定手法が確立され、認知的な「住居満足」のみでは測
定が困難であった居住者のウェルビーイングに寄与する多様な住環境の要因の分析が可能になった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
ウェルビーイング（well-being）が経済学やポジティブ心理学を中心に、科学の多様な領域に

おける重要なテーマとなっている。人生における「よい状態であること」を意味するこの概念は、
「主観的幸福」（SWB: subjective well-being）を含む点に最大の特徴がある。SWB とは、私達が幸
福と呼んでいる人生における良い精神状態を測定可能なものとして、科学的に再定義した概念
である。近年ではウェルビーイングという概念のもと、ポジティブな主観的経験を測定するため
の技法の洗練化が進み、幸福に関する実証的な知見が蓄積され始めている。建築学においてもウ
ェルビーイング概念への関心は高まっており、アメリカでは「WELL 認証」、日本では「CASBEE

ウェルネスオフィス」が開発されるなど、ウェルビーイングに関連する建築環境評価の試みがあ
る。しかし、建築学におけるウェルビーイングへの関心は、近年のウェルビーイング研究の知見
が十分に反映されてはおらず、主観的幸福（SWB）が本格的に考慮されていない。 

SWB には「人生満足」と呼ばれる認知的な側面だけでなく「幸福感」と呼ばれる感情的側面
があるなど、その構造は多次元的である。家が関連する主観的幸福（以降、「家の SWB」）も家
に対する満足だけでなく、家に居る際の幸福感、或いは家の所有による自尊心の増進など、多次
元的な構造があるものと推察される。しかし、従来の住環境評価手法が主に着目しているのは
「（住居）満足度」であり、その他の領域は十分に考慮されていない。人は人生の大半の時間を
家と係わりながら過ごすため、家の SWB が人生全般のウェルビーイングに与える影響は少なく
ないに違いない。高い SWB は健康を増進し、感情的側面は創造性とも密接な関係がある。SWB

を考慮した住環境づくりは、居住者の健康や創造性、ないしは幸福を増進できる可能性があるた
め、家の主観的幸福の測定手法の確立は、住環境評価における重要な課題であると言える。 

２．研究の目的 
 本研究の目的は、家が関連する主観的幸福を測定する尺度（家の SWB 尺度）の開発である（課
題１）。ウェルビーイング研究の知見や理論を基に家の SWB の構成概念を検討し、家の SWB 尺
度を開発する。また、作成した家の SWB 尺度を用いて家の主観的幸福の解明を試みることも本
研究の目的である（課題２）。住環境評価に主観的幸福の概念を導入することで、従来の住環境
評価手法では捉えがたい居住者の幸福（ウェルビーイング）に寄与する住居の特徴や暮らし方が
明らかにできると期待できる。本研究で「家」（home）という言葉を用いる理由は、家という概
念は住環境の物質的側面のみならず、主観的（或いは現象学的）な経験的側面がその意味合いに
含まれているため、SWB を扱う本研究では「住居」ではなく家という言葉を用いている。 

３．研究の方法 
(1) 課題１：家の主観的幸福尺度の開発 
本研究では、ウェルビーイング概念に関する知見や

理論を基に、家の主観的幸福を測定するための尺度
（家の SWB 尺度）を開発する。家の主観的幸福とは、
「居住者が家との関わりを通じて経験したり、行動し
たりして得られる主観的幸福の総称」であり、本研究
では人生全般の SWB の多次元的な構造を基に、家の
主観的幸福の概念を構成する。人生全般の SWB には
「認知的側面」「感情的側面」「エウダイモニア的側面」
の三つの異なる領域があり、『主観的幸福を測る 

OECD ガイドライン』1)などで、各領域を測定するた
めの技法が確立されている。家の主観的幸福の測定も
人生全般の SWB と同様に、多次元的な側面を考慮す
る必要がある。本研究では、SWB の三つの基本的な
側面を家の主観的幸福に対応づけて、「家の満足」「家
での感情」「家がもたらすエウダイモニア」の 3 領域を想定する（図１）。「家の満足」は家の SWB

の認知的側面であり、従来の「住居満足」と最も近い領域である。「家での感情」は、家に居る
際に経験されるポジティブ感情とネガティブ感情であり、SWB への直接的な寄与が期待できる。
また、「家がもたらすエウダイモニア」は、「自尊心」など家を契機として促進されるエウダイモ
ニアである。各領域を構成する概念は、既存の主観的幸福尺度の調査、家が関連するウェルビー
イングの文献調査、及び Web 調査会社を介した意識調査の結果等を参考に検討する（2022 年度）。
最終的な項目の選定、及び尺度の信頼性・妥当性の検証は Web 調査会社を介したアンケート調
査の結果を基に実施する（2021 年度、2021 年度）。 
(2) 課題２：家の主観的幸福の関連要因の分析 
 家の主観的幸福の各領域は、それぞれが住環境の異なる要因と関係性があると推察される。開
発した家の SWB 尺度を使ったアンケート調査を実施して、居住者の属性、住居の特徴、住まい
方等から家の主観的幸福を分析する。 

 

 

図１ 家が関連する主観的幸福の３領域 
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４．研究成果 
(1) 家の SWB 尺度の開発 
 「家の満足」「家での感情」「家がもたらすエウダイモニア」の各領域を構成する概念を検討す
るに際して、既存の主観的幸福尺度の項目の収集、家が関連するウェルビーイングの文献調査 3)、
Web 調査会社を介した意識調査、及び項目選定のためのアンケート調査を実施した。特に、エウ
ダイモニアには「意味」「関与」「有能感」など多様な心理学的な概念が含まれるため、「家がも
たらすエウダイモニア」の構成概念の決定が課題となる。文献調査等から「美の経験」「愛着」
「居場所」といった家に特有な SWB の要素が確認され、これらの要素の多くが統計的には「家
がもたらすエウダイモニア」に含められる事が示唆された（2021 年度）。家に特有な SWB の要
素も含めて、構成概念を検討するためのアンケート調査を実施した（2022 年度）。結果、「家が
もたらすエウダイモニア」は「意味」「自尊心」「関与」「達成」「美の経験」の概念で構成される
領域である事が確認された。「家の満足」「家での感情」の領域においても、人生全般の SWB 尺
度やアンケート調査の結果を基に構成概念を決定した。 

家の SWB は各領域で適切な質問形式が異なる可能性がある。特に、「感情」は強度よりも頻
度で測定する方が信頼性・妥当性が高いという報告があるが、「家での感情」の測定に適した形
式を判断する必要がある。そこで、家の SWB 尺度の質問形式等の基礎的な検討のためのアンケ
ート調査を実施した（2021 年度）。「家での感情」は「頻度」で測定した場合、住居の特徴や暮ら
し方などの関連要因との相関が小さくなる等の理由から、「当てはまり」形式を採用した方が関
連要因との相関も強く、適切な質問形式であることを把握した。 

 開発した家の SWB 尺度は、「家の満
足」は「満足感」「相対評価」「理想」
「要求充足」に関わる項目、「家での感
情」は「全般的」「覚醒」「非覚醒」の
ポジティブ感情・ネガティブ感情に関
わる項目、「家がもたらすエウダイモ
ニア」は上述の概念に関わる項目で構
成される。表 1 に首都圏在住の 2000

人の回答者による家の SWB 尺度の項
目の因子分析の結果を示す。家のSWB

の 3 因子モデルは高い適合度がある。 

(2) 家の SWB と関連要因の関係性 
 重回帰分析等の統計モデルにより、家の SWB は各領域でそれぞれ異なる決定因子がある事を
明らかにした 3)。「家の満足」は「広さ」「設備・衛星」など住居の物理的特徴からの影響が強く、
「家での感情」は「風通し・日当たり」「プライバシー」など、より感覚的な住居の特徴からの
影響を強く受ける。「家がもたらすエウダイモニア」は、「窓の眺望」「共用スペース」などの住
居の特徴からの影響が強く、また「インテリアへの拘り」といった主体的な住まい方との関係性
も強い。「人間関係」との関係性では、「同居人との人間関係」は「家での感情」、「近隣住人との
人間関係」は「家がもたらすエウダイモニア」の領域とそれぞれ強い関係性がある事を確認した。 
同様に、家の SWB と人生全般の SWB の関係性を明らかにした 4)。家の SWB の各領域はそれ

ぞれ対応する人生全般の SWB の領域との関係性が強い。また、居住者の主観的健康感と最も関
係性が強い領域は「家での感情」である事を確認した。また、「家での感情」と「家がもたらす
エウダイモニア」は「家の満足」以上に人生全般のウェルビーイングとの関係性が強く、家は多
様な経験的側面を介して人生全般のウェルビーイングを増進し得る事を確認した。 

(3) 学術的意義や社会的意義 
本研究は、近年のウェルビーイング研究の知見を住環境評価に応用する萌芽的な試みとして、

家の SWB の構成概念を検討し、家の SWB 尺度を開発した。開発された家の SWB 尺度は様々
な住環境評価の研究で使用することができるだけでなく、本研究で得られた家の SWB に関する
基礎的な知見の数々は、他の研究者が家の SWB の研究を行う際にも有用である。 

住環境評価で一般的な「住居満足」のみを指標とした場合、住居の質を高める要因として「広
さ」や「設備」といった認知的な領域に対する影響の強い要因が過大に評価され、感情やエウダ
イモニアの領域に影響が強い住居の要因（例えば、「共有スペース」など）の重要性が過小評価
される事が明らかにされた。本研究により、家の主観的幸福の測定手法が確立されたことで、認
知的な「住居満足」のみでは測定が困難であった、居住者のウェルビーイングに寄与する多様な
住環境の要因の分析が可能になったと言える。 
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表１ 家の SWB 尺度の項目の因子分析（最尤法, Quartimin） 

 

 

家での感情
家がもたらすエ
ウダイモニア

家の満足

この家では、くつろいだ、リラックスした気分でいられる 0.905 -0.056 -0.008 

この家では、居心地がよい 0.848 -0.085 0.096 

この家では、疲労感が癒される 0.743 0.159 0.004 

この家では、明るく、楽しい気分でいられる 0.674 0.209 0.044 

この家では、ストレスが解消される 0.664 0.217 0.039 

この家を作り変えていく達成感を味わっている -0.077 0.818 0.006 

この家は私の生き甲斐の源泉である 0.122 0.775 -0.006 

この家に住んでいることに達成感を覚える 0.056 0.752 0.096 

この家では、自分自身に対して誇らしい気持ちでいられる 0.173 0.739 0.014 

この家がつくりだす景色に感動する瞬間がある -0.007 0.720 0.087 

大体において、私の家は理想的である 0.032 -0.059 0.914 

私の家は、私が家に求める全ての特徴を備えている -0.065 0.092 0.819 

同世代の人たちの家と比べて、私の家は素晴らしい -0.043 0.113 0.733 

私は、自分の家にとても満足している 0.287 -0.049 0.667 
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